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�01� 年㸴᭶時Ⅼでの、障害者雇用⋡のᖹᆒは඲体では��0�㸣となる中、ᚑ業ဨ1�000 ே௨ୖの大企業で

は����㸣とἲᐃ雇用⋡をୖᅇって࠾り、また�00㹼1�000ேの企業もᖹᆒと同ࡌく��0�㸣となっています。

つまり、大企業では障害者雇用はࡰ࡯㌶㐨に஌って࠾りἲᐃ雇用⋡のୖ᪼にともない、何かしら雇用対⟇

は実᪋されているとᛮࢃれます。その中で、さらに、ἲᐃ雇用⋡のᘬୖࡆがぢ㎸まれている現≧としては、

今ᚋ、中小企業に対して障害者雇用ಁ㐍がᮇᚅされ、雇用対⟇がᒎ㛤されていくことが予測されます。 

また、ࣟࣁーワークからのᑵ⫋者ᩘを障害✀別ࡈとにぢてみると඲ᅜᖹᆒで、඲体は ���㸣増加してい

るのに対し、身体障害者は0��㸣、知的障害者は���㸣、精神障害者は���㸣の増加となって࠾り、精神障

害者の増加がⴭしくなっています。 

 

さて、1�年࡯ど前、᯾企業のே஦㒊の社ဨࡔった私に、ある᪥✺↛㝆りかかってきたㄢ㢟は、障害者雇

用を㐍めるようにというものでした。 

当時は、ྑもᕥもࢃからない中、とにかくࡦたすら障害者の᪉を᥇用し働いてもらうことを考え、実㊶

していく᪥ࠎでした。ྛ 支援機㛵から༠ຊいたࡔき、ࠕ障害者でもできる௙஦をษりฟす 業ົᕤ⛬をぢࠕࠖ、

┤して、㸯ேの೺ᖖ者社ဨの௙஦を」ᩘேの障害者の௙஦に⤌み᭰えていく そࠖして、ࠕእὀにฟしている

業ົを障害者でෆ〇化するࠖことを㐍めていきました。そのᚋ、特౛Ꮚ会社に㌿⫋して、さらに῝く障害

者雇用に㛵ࢃり、会社༢体では㯮Ꮠ化できまࡏんでしたが、඲社からはＣＳＲのどⅬから高いホ౯を受けて

障害者のᏳᐃ雇用を実現しました。しかし、同時にࠕ⤒῭合理性を考えると、障害者雇用はいつか㝈⏺に

㐩するのではないかࠖと␲ၥもឤࡌていました。 

障害者にできる௙஦をษりฟすࠕ 障害者の௙஦をసりฟすために、እὀにฟした௙஦をෆ〇化してࠕࠖ、

いく 付加౯್を生まない௙஦でも、障害者雇用のために業ົをసりฟすࠕࠖ、 、ࠖこの⧞り㏉しで、ᮏ᮶の障

害のあるேとඹに働く᪥ᮏ社会をᙧᡂすることができるのでしょうか。多様性をάかした働き᪉ᨵ㠉を᥎

㐍できるのでしょうか。 
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さらに、実㝿このような௙஦ࡸ業ົのษりฟしはࠕ間᥋業ົࠖの多い大企業にしか実現できないࡸり᪉

なのではないでしょうか。この᪉ἲを᥎し㐍めていくと、障害者雇用は、ẚ㍑的⤒Ⴀにవ⿱のある大企業

障害者雇用をಁ㐍するୖでの⤒῭的な支えである雇用ㄪᩚࡤけが㐍めることができ、そしてᮏ᮶であれࡔ

㔠も大企業にしかΏらないことになります。 

 

᪥ᮏの障害者雇用ಁ㐍を企業の大小に㛵ࢃらࡎに考えた場合、何か௚に᪉ἲはないのࢁࡔうかと考え、

そのときにฟ会ったのが、ࠕ⮬らのࣜࣜࣂ࢝ーと࢔ࣜࣕ࢟をㄒる精神障害者ࠖのᏑᅾでした。 

 精神障害者のᐃ⩏はᖜᗈく㝈ᐃしにくいものですが、࢔ࣜࣕ࢟を✚んでいる中で⑓ẼをⓎ⑕した᪉、೺

ᖖ者として教育を受け、⮬らの࢔ࣜࣕ࢟に夢をᣢつ中で㏵中からⓎ㐩障害にẼ࡙いた᪉、障害があること

で生きにくさをឤࡌつつも、⮬分の࢔ࣜࣕ࢟を┿ᦸに考えてきた᪉、みなそれࡒれに、⮬らの夢ࡸᕼ望、

つまりእからぢえる࢔ࣜࣕ࢟でなく、⮬分が生きていく中でこうありたいというጼࡸ望む働き᪉といった

ෆ的な࢔ࣜࣕ࢟のᕼ望をㄒっていました。 

 実㝿、障害者雇用で精神障害者を雇用する࣓ࣜࢵトは、いくつかありますが、୍␒の࣓ࣜࢵトはࠕ業ົ

のษりฟしにไ㝈がかからないࠖことです。 

精神障害者の中には、障害者同ኈの⎔ቃで障害者のためにษりฟされた༢⣧業ົをࡦたすらこなすこと

をᕼ望する᪉ももちࢁんᏑᅾします。しかし、それ௨ୖに多いのがࠕ⮬分らしく働きたい 配慮がないࠕࠖ、

と働きにくいのは஦実ࡔが、ᑓ㛛性を生かして働きたい ࡔ、分のປ働に対するṇ当な対౯をᚓたい⮬ࠕࠖ、

からࣉࢵ࢔࢔ࣜࣕ࢟を┠ᣦࡏる会社で働きたい 、ࠖこのようなᕼ望をㄒるேは㦫く࡯ど多いのです。 

そうなると、間᥋業ົがᑡなく、ࠕ障害者のための௙஦ࠖをసりにくいとᛮࢃれている中小企業こそ、精

神障害者をࠕேᮦ୙㊊を⿵うᡓຊࠖとして雇用できるࣕࢳンࢫが多くᏑᅾするのです。そのࣕࢳンࢫをά

かすには、もちࢁんࢳࢵ࣐ングの㔜せ性ࡸ᥇用ᚋのᏳᐃ雇用のᡭཌい支援は୙ྍḞではありますが、実㝿

多様な⬟ຊをᣢった精神障害者の᪉を雇用し、意እな⫋✀でうまくいっている中小企業は多くᏑᅾします。

そこで、その஦౛をいくつかࡈ⤂௓しながら、௧࿴の時代の障害者雇用を᳨ウしたいとᛮいます。 

 

 そして、さらに私は㸵年前からᅗらࡎもࠕ障害者の保護者ࠖとなりました。Ꮚ౪が生まれながらの知的

障害の࢘ࢲン⑕であり、今ᜥᏊを通ࡌてࠕ大ேになる障害者ࠖをいࢁいࢁなどⅬでぢているとこࢁです。 

 ᭱㏆、ࠕⓎ㐩障害 ーンࢰグレーࠕࠖ、 㛢⑕ࠖというゝⴥが୍⯡的になるにつれ、᪩ᮇに┦ㄯ・デ᩿を⮬ࠕࠖ、
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受ける保護者は確実に増え、特別支援学校、特別支援学級などに通う児童生徒も増加傾向にあります。 

つまり個別の障害特性に対する配慮を受け、何らかのトレーニングを細かく受けてきた世代が、次世代

の障害者雇用の対象者となるのです。 

 また、特別支援教育できめ細かい支援を望むのと同時に、今保護者の間ではインクルーシブ教育に対す

る意識も高まっています。誰も分けない、差別しない、合理的配慮を受けて、その障害特性と付き合い、

多様性を認められながら学生時代を送ることが当たり前であるという教育を受けてきた若者が、あと 10

年もすると障害者雇用の枠で働くようになります。 

 その場合、どのような変化が起きてくるのでしょうか。 

ディーセント・ワークの実現はまさに障害者雇用の現場から起きていくのではないでしょうか。 

大企業から中小企業、身体・知的障害者から精神障害者へ雇用がシフトしていくと予測される中、次世

代の障害のある若者はどんな夢を描いて社会に参画してくるのでしょうか。それに私たち社会はどのよう

に向きあっていくべきなのかをみなさまと考えていく機会にしたいと考えています。 
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